
三郷地区防災計画活動報告
「安⼼して住み続けられる三郷」

三郷地域⾃治区
令和４年２⽉２０⽇（⽇）



「三郷町」はこんなまち

〜⾃然と景観を守り、⼈と⼈が⽀えあうまち〜

・⼈⼝ 約2,200⼈、850世帯
・市の⻄部地区に位置し、なだらかな丘に並ぶ⽥畑や川、⾥⼭
に囲まれた町。

・気候は、夏季の気温差が⽐較的⼤きく、冬季は寒さがやや厳
しくて、降雪量は少量。年間を通じて⽐較的安定した気候。



三郷町の災害
危険個所

【椋実】

【佐々良⽊】

【野井】



活動内容について
基本的な考え⽅ （地区防災計画より）

「⾃分たちの地区は⾃分たちで守る」という⼼構えで、地域のみんな
で助け合いながら、災害に強いまちづくりを⽬指す。

○防災訓練の実施
いざというとき、地域の⼒が発揮できるよう、地域の
みんなで協⼒しあって防災活動に取り組む。

○防災知識の普及・啓発
住⺠の防災意識を向上させ災害に対応できる⼈材を育成する。

○安⼼安全カードの普及
緊急時に必要な⽀援を⾏える体制を構築する。



活動内容（１）
【防災訓練の実施】

●⾮常参集訓練及び各地区単位での防災訓練
佐々良⽊・椋実地区 （各⾃治会単位での訓練）

◆⼼肺蘇⽣、ＡＥＤ、応急救護、⽑布担架、消⽕器、
⼟のう積み、⾮常⾷作成訓練等）

野井地区 （区単位での訓練）
◆指定避難所への避難訓練、ハザードマップで避難経路と
危険箇所の確認、ダンボールベッドの組⽴等



地区訓練のようす（佐々良⽊・椋実地区）

【⼼肺蘇⽣訓練】



地区訓練のようす（佐々良⽊・椋実地区）

【⼼肺蘇⽣訓練 AED】 【応急⼿当訓練】



地区訓練のようす（佐々良⽊・椋実地区）

【消⽕器訓練】



地区訓練のようす（佐々良⽊・椋実地区）

【⽑布担架】 【⾮常⾷作成】



地区訓練のようす（野井地区）

【訓練会場へ参集】 【防災講話】



地区訓練のようす（野井地区）

【ダンボールベッドの組⽴て】



地区訓練のようす（野井地区）

【ハザードマップを使った図上避難訓練】



活動内容（２）

【防災知識の普及・啓発】

●避難⾏動、ハザードマップの説明
⾃治連合会役員会
『避難⾏動について』

ハザードマップを活⽤した警戒区域からの避難
令和３年７⽉２１⽇（⽔）

対象︓⾃治連合会役員、⾃治会⻑



避難⾏動について



避難⾏動について

【⼟砂災害ハザードマップ】
【⽔害危険情報図】



活動内容（３）
【三郷町安⼼安全カードの普及】

●緊急時に必要な⽀援を⾏える体制づくり
全町⺠を対象に災害などの緊急時に必要な情報を周囲に
伝え、必要な⽀援を受けられるよう作成

▶ １世帯１枚のカード
▶ 個⼈情報提供に同意した世帯が作成
▶ 各区において保管・管理
▶ 緊急時の安否確認や安全確保に利⽤
▶ 年度毎に新規・更新調査を実施



安⼼安全カード

【おもて】 【うら】



地区防災拠点の整備

●防災倉庫の整備（佐々良⽊・椋実地区）
・２地区に設置

●防災資機材の整備（佐々良⽊・椋実・野井地区）
・三地区に発電機と投光器を購⼊
・地区防災対策連絡所の運⽤資機材を購⼊



防災倉庫・防災資機材



活動の成果と課題
成果
・地域、学校などとの連携で⼦どもも⼀緒になって防災訓練を
⾏ったことで、⼦供も地域防災の担い⼿になることが実感で
きた

・避難⾏動に関する意識の向上に役⽴った

課題
・防災減災の取り組みを深化させる⼯夫が必要

▶防災に関する啓発活動
▶楽しめる訓練、楽しく学べる場の⽤意 など



今後の取り組みについて

▶防災訓練、講習会、安全安⼼カードの更新
などを継続して実施

▶避難⾏動に関する啓発活動
▶防災備品の充実
▶ハザードマップを活⽤した災害図上訓練
▶地域による避難所開設訓練の実施



ご清聴ありがとうございました
三郷地域⾃治区


